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＜連絡事項＞

・安全管理対策委員会と感染対策委員会で病棟巡視が行われました。北病棟の指摘事項として、服薬チェック表の記入漏れがあったそうです。各勤務帯で漏れがないように注意していきましょう。

・秋の健康診断の希望日を勤務表が出たら各自入力するようにして下さい。夜勤者が対象となります。

・10月から検査伝票のカルテへの貼付方法が変更となります。見本がありますので各自確認をし実施する様に解らない点は佐々木SGMへ聞く様にして下さい。

・バレーボール大会が開催されます。

　　日時：10月30日(土)　13時～15時半

　　場所：八戸福祉体育館(類家)

　　参加費：無料

　　締め切り：10月25日(月)　

　参加を希望する方は、地域生活支援センター青明舎まで連絡を下さい。

・業務を行っていく上で物品の準備や患者様への関わりについて今一度自分たちのあり方を考えて下さい。物品の発注を夜勤帯で行っていますが、日勤帯で必要な物があればその場で発注しても構いません。日勤で発注した場合には発注物は次の日にきますので周知して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・板橋　雅勝様～退院までの予定を確認しています。

　　　　　　　　10/6(水)退院前訪問指導(松橋Ns・三浦SW)

　　　　　　　　10/8(金)退院前訪問指導(山田MNs)

　　　　　　　　10/14(木)退院前訪問指導

　　　　　　　　10/15(金)面談実施(主治医・お母様・病棟スタッフ)

　　　　　　　　退院予定日：10/21(木)か10/22(金)

退院に向けて進めていく場合は関係部署との情報共有を行っていくようにしましょう。

・小坂　君子様～退院前訓練として青陽館の体験利用を行っていきます。青陽館スタッフと話し合い、体験利用を毎週火・木曜日の午後に行っていきます。体験利用は、強制せず火・木曜日の朝に本人へ体調を聞きながら確認をしていきましょう。本人へ確認後、必ず青陽館のスタッフへ連絡するようにして下さい。青陽館までの行き帰りは単独で行って頂くようにします。一人で慣れない環境へ行く為精神症状の変化の観察を行っていきましょう。

＜定期薬変更者＞

・坂本　秀男様～ディオパン(血圧降下剤)(40) 1T 1×ndE(朝)→ディオパン(血圧降下剤)(80) 1T 1×ndE(朝)へ変更となっています。血圧値の観察行っていきましょう。

＜田名部Drケースカンファレンス・診察＞

・菊地　明子様～昨日の準夜帯にて「他の人とのコミュニケーションがとれない。疎外されている感じがある」と話されています。本日は、日課・プログラム支障なく取り組む事出来ています。疎外感訴えていた事主治医へ情報提供しています。

　　　　　　　　ランチ外出の際に病棟スタッフからお兄様へ今後について働きかけをしています。病棟側から主治医へ長い時間をかけて本人へ介入していく事・青明舎などへ協力してもらう事伝えています。

　　　　　診察→主治医から体調を問われると「あまり良くなかったです。周りと上手く付き合えない」と話されています。作業中など時折苛々感があったとの事です。主治医より、現在の不安・緊張感を和らげる為に薬を処方する事伝えると服薬に関して不安そうに話すが主治医の説明にて了解されています。

本日の夕より、デプロメール（抗うつ薬）(50) 1T　1×夕後 7日分臨時処方となっています。引き続き、精神症状の観察を行っていきましょう。

・袴田　将志様～昨日の深夜帯にて「眠れない」と訴えあり不眠時の頓服薬服用されています。日中は眠気の訴えなく日課取り組む事出来ています。OTスタッフから、今までは必ず予定表に沿って取り組み予定を変更すると抵抗見られていましたが、最近は予定を変更しても抵抗が見られなくなりました。些細な会話でも笑顔が見られるようになりました。

今後についてですが、御家族の協力体制などの確認もしていく為一度御家族と主治医と病棟スタッフで面談を実施していく事とします。

　　　　　診察→本人より、夜間の尿失禁について訴え聞かれており主治医から入眠前に排泄を済ませ水分補給はなるべく多くとらないよう説明すると本人了解されています。確認行為については、「薬はまだ数と内容が合っているか気になる。手洗いは気にならなくなった」と話されています。主治医より、今後保護者である両親と相談していき外出泊訓練を進めていく事伝えると本人了解されています。

・倉橋　生子様～最近は眩暈・動悸の訴えはありませんが、同室者の不満が聞かれている事主治医へ情報提供しています。

　　　　　診察→主治医から体調を問われると「目があまり見えない」と話されています。眩暈の頻度は少なくなってきたが動悸については同室者が物音を立てたりする事で苛々すると話されています。

・飯豊　信雄様～主治医から体調を問われると「時々気持ちが高ぶる事があった」と話されています。幻聴について、機械音はあるが気にならない程度で誰かに物を盗られたと感じる事はないと話されています。

　　　　　　　　診察前、診察の声掛けをしたスタッフへ対し大声を出す事がありました。引き続き、精神症状の観察を行っていきましょう。

＜疎遠家族＞

・日向端　庸男様～疎遠3ヶ月目となっています。受け持ちスタッフは御家族へ働きかけていきましょう。

　現在、疎遠となっている方1名となっています。引き続き、疎遠とならないように受け持ちスタッフは御家族へ働きかけていきましょう。面会へ来た御家族へ外出泊やランチ外出等で気分転換の可能性もある為、依頼していきましょう。
































































